
 

 

 

 

さて、今回は、９月以降の避難訓練の様子や教職員の研修について 

紹介いたします。 

 
【避難訓練（報告）】 

 〇９月避難訓練 

・９月 18日(水)に、台風により強風が発生し飛来物等で瞬間的に窓ガラス等が破損することを想定し

た避難訓練を全校で実施しました。児童・生徒は、窓からなるべく離れ、低い姿勢を保ち、カーテン

を閉め、窓ガラスの飛散をできるだけ防ぐ大切さを学習しました。 

〇10月避難訓練 

・10月 24日(木)に、震度５弱を想定した避難訓練を全校で実施しました。揺れが収まった後、放送の

指示に従い余震に備えて、スクールバスターミナルに全児童・生徒および教職員が避難しました。 

〇11月避難訓練 

・11月 18日(月)に、自立活動室から火災が起きたことを想定した避難訓練を全校で実施しました。初

期消火に教職員が向かい、火元に近い児童・生徒は、すぐに避難準備をし、火元から距離が取れるよ

う校外へ避難をしました。 

〇12月避難訓練 

・12 月は、避難訓練期間内で事前周知を行わない「いつ、どこで災害が発生するかわからない」避難

訓練を実施しました。教職員の一部を除いたほとんどが知らない状態で、急に鳴る緊急地震速報や全

校放送に冷静かつ迅速に対応する訓練となりました。 
 

【防災・防犯に対する教職員研修】 

 〇防犯研修 

教職員が児童・生徒の安全を守るための知識や技能を身に付け、迅速に対応で 

きるようにすることと同時に防犯意識を高めるため、東大和警察署の生活安全課 

の方から、さすまたを使った実技講習を受けました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇防災研修 

災害時に地域から求められる学校の役割を理解し、一人一人の防災に対する意識を高めるため、

武蔵村山市の防災安全課の方から、福祉避難所の必要性や、避難所開設に伴う市との連携について

講義を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、仮設校舎利用の期間、現在の緑が丘校舎は、避難所に指定されておりません。お住まいの地

域の避難所を確認し、災害時の避難経路や集合場所など御家族で話題にしてください。 
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市の備蓄物資一例 
市は、福祉避難所開設時
に必要な備蓄物資を施設
に搬入し活用します。ま
た、協定事業者から食
料・物資の供給を受ける
こともできる体制を構築
しています。 


